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秋田県小又川・玉川上流域の玉川溶結凝灰岩の岩石学的研究（予報）
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Abs重職c重

　　　TheTamagawaWeldedTu£Fofthesurveyed　areacan　bestratigraphically　classi丘edinto

the　fbllowing五ve　members　in　ascending　orderl　Lower　Rhyolitic，Middle　Rhyolitic，Lower

Dacitic，Upper　Rhyolitic　and　Upper　Dacitic　Welded　Tuf臨。

　　　The　large　quartz　phenocrysts，reaching8mm　in　diameter，are　characteristically　included

五n　the　rhyolitic　rock　and　absent　in　the　dacitic　one．The　rhyolitic　rocks　conta．in　more　pheno－

cryst　ofplagioclase　than　dacitic　rocks　do。The　modal　percentage　of　the　whole　phenocrysts五n

the　Upper　Rhyolitic　Tufris　as　halfas　those　ofMiddle　and　Lower　Rhyolitic　Tuf琵。The　Lower

and　Upper　Dacitic　Tuf琵are　petrographically　indistinguishable　each　other。

　　　There　are　distinct　chemical　differences　between　the　rhyolitic　and。dacitic　rocks．For

example，SiO2contents　ofrhyolitic　and　dacitic　tuf奮are72－75％and66－70％and　tot＆l　iron　as

FeO　are　L7－3．0％and3．9－5，0％respectively。

　　　The　rhyolitic　rocks　described　above　have　not　been　reported　yet　from　other　volcanic　areas

ofnortheastemJapanwhereacidweldedtuf臨eruptedatnearlysameageasTamagawaWelded
Tuff＆re　extensively　distributed．

要　　旨

　調査地域の玉川溶結凝灰岩は下位から下部流紋岩質，

中部流紋岩質，下部デイサイト質，上部流紋岩質および

上部デイサイト質溶結凝灰岩に区分される．

　流紋岩質溶結凝灰岩には直径8mmにも達する石英斑

晶が多量含まれるのが特徴的であり，デイサイト質溶結

凝灰岩中にはそれがほとんど含まれない．また斑晶斜長

石量もデイサイト質溶結凝灰岩中よりも流紋岩質溶結凝

灰岩中に多い。上部流紋岩質溶結凝灰岩中の総斑晶量は

中部および下部流紋岩質溶結凝灰岩のそれの約％であ

る．しかしながら上部と下部のデイサイト質溶結凝灰岩

の岩質はほとんど同じである．

　流紋岩質溶結凝灰岩とデイサイト質溶結凝灰岩は化学

組成上でも明瞭に区分される．すなわち両者のSiO2量

はそれぞれ72－75％および66－70％であり総鉄酸化物量は

1．7－3．0％および3。9－5．0％である．

＊地殼熱部

1．緒　　言

　玉川溶結凝灰岩は秋田・岩手県境の八幡平等の新期火

山群の下位に広い範囲にわたって分布する．同岩は地熱

の生成と成因的に深いつながりがあると考えられてい

る．筆者らの今回の調査も八幡平地域の地熱資源賦存に

関する研究の一部として実施された．51年度は秋田県下

の小又川・玉川上流域の玉川溶結凝灰岩の層序区分，フ

ィッション・トラック年代測定および岩石の記載を行っ

た．前の2項目はすでに報告した（玉生・須藤，1978）

ので本報告では同岩の岩石の検鏡結果および化学組成に

っいて報告する．

　現地調査に際しては三菱金属㈱の伊東潤二所長，黒田

英夫課長はじめ所員の方々に便宜をはかって頂いた．ま

た地質学会第84年学術大会での同趣旨の発表の折には秋

田大学大口健志氏ならびに目本重化学工業㈱の地熱担当

の方々から有意義な御意見を賜ることができた．なお本

研究を行うにあたり地質調査所内の地殻熱部角清愛課
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（1）　新期火山岩類

第1図

（2）玉川溶結i疑灰岩類　　（3）基盤岩類および貫入岩類　　（4）化学分析用試料採取位置．番号は第2表

　　　　　　　　　　　　　　　　　のそれと対応．
小又川玉川上流域の玉川溶結凝灰岩の分布および化学分析用試料採取地点

長，地質部佐藤博之課長，小野晃司・一色直記両氏をは

じめ地殻熱部ならびに環境地質部の方々には様々な指導

をして頂いた．以上の方々に深謝の意を表する。

2。地質概略および従来の研究

　2。1地質概略
調査地域の地質略図を第1図に示す．本地域は東西約

50km，南北約50kmにわたる玉川溶結凝灰岩の分布域

の北西部に相当する．玉生・須藤（1978）が示した本地

域の玉川溶結凝灰岩の層序および年代の一部を第1表に

示す．この中で小又川上流域の層序は筆者の一人（S・

T・）の52年度の調査結果に基づいて一部訂正した．地域

ごとの各層の分布，相互の関係および今回の調査地域外

の玉川溶結凝灰岩の年代測定の結果もすでに報告されて

おり（玉生・須藤，1978），雫石盆地の“橋場層”は今回

の調査地域の“上部流紋岩質溶結凝灰岩”とほぼ同時期

の噴出により堆積したことが明らかにされた．

　2．2従来の研究

本溶結凝灰岩の従来の報告例を岩石記載を中心に各地

域ごとに以下に示し，本章の末尾にそれらを簡単にまと

めた．各地域の位置を第2図に示す．

　2．2．1　小又川上流域
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秋田県小又川・玉川上流域の玉川溶結凝灰岩の岩石学的研究（予報）　（須藤　茂。玉生志郎）
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第2図　八幡平地域略図

坂本ほか（1955）が示した地質図の中で小又川上流域

は“玉川石英安山岩類A，BおよびC”に区分されてい

る．同地には現在ダムが建設され水没した部分も多いた

めに今回の調査結果との対比は困難である．大口・伊里

（1977）は同地の地質断面図を示しTam・皿（後述）と

それを覆う樫内層について記した．

　2・2．2玉川上流域

　本地域の石英斑晶に富む凝灰岩を溶結凝灰岩として初

めて記載したのは椎川（1955）で“石英，斜長石，紫蘇

輝石を含む無層理粗籟な凝灰岩”と“石英，斜長石，普

通輝石を含むネバダイト質凝灰岩”に対し“渋黒溶結凝

灰岩”と命名した．次いで大沢・角（1957，58）は地質

図幅「森吉山」およびr田沢湖」の中で“田沢酸性火山

岩類”の名称を用い，下位の“玉川石英安山岩類（石英

斑晶を多量含む角閃石紫蘇輝石含有石英安山岩）”とそ

れを被覆する“やや酸性の安山岩類（斑晶石英を欠く紫

蘇輝石普通輝石安山岩）”とに分けて記載した・また河野

・青木（1959）は“玉川溶結凝灰岩”の名を用い，多量

の斑晶を含む“流紋岩”と石英を欠く“酸性安山岩”と

に分け，前者のうち玉川流域に分布するものは斑晶が多

く田沢湖東岸のものは斑晶量がより少ないとした。これ

に対して丁姻IDA（1961）は田沢湖東方の“田沢溶結凝

灰岩（角閃石含有普通輝石紫蘇輝石デイサイト）”と玉

川上流域の“玉川溶結凝灰岩（普通輝石含有角閃石紫蘇

輝石流紋岩）”とを結びつける証拠はないと主張し各々

の岩石の詳しい記載と化学分析を行った．また上田

（1963）は田沢湖東方に分布する“ネバダ岩質凝灰岩”

を“田沢層”としたが，椎川ほか（1964）は荷葉岳南側

の“斑晶斜長石を含む石英安山岩質溶結凝灰岩”に対し

て“田沢酸性火山岩類”の名を用いた．河野・上村

（1964）は玉川上流域を含むr八幡平」図幅において同

地域の“玉川溶結凝灰岩”の噴出を3期に区分した．各

々の噴出物は下位から“両錐石英の巨晶を斑晶として多

量に含む流紋岩質溶結凝灰岩”，“斑晶結晶をほとんど

含まない酸性安山岩”および“流紋岩”である．さらに

玉川上流域では折本・安田（1969）が“玉川石英安山岩

類”をT・よりT6まで6区分し各々の分布と岩相を示

した．それらの中には“1mm大の石英の斑晶を含む石

英安山岩一流紋岩火山角礫岩（T、の中）”，“1mm大

の石英粒を含む石英安山岩質凝灰岩（T2の中）”，“l

cmに達する石英を含む流紋岩質溶結凝灰岩（T3）”　お

よび“3mm大の石英を含む石英安山岩質溶結凝灰岩

（T5）”などがある．角・高島（1972）は玉班温泉付近の

“玉川溶結凝灰岩”を“径3mmに達する斑晶石英・斜

長石を含む溶結凝灰岩”とその上位の“まれに石英を含

む安山岩溶岩”とに分けて記した．また最近長谷（1976）

は“玉川溶結凝灰岩”を5区分した．それらの岩石は

“石英粒を含む変質凝灰岩類（D、）”，“石英粒に富む石

英安山岩（D2）”，“流紋岩質火山砕屑物（D3）”，“流紋

岩質凝灰岩・砂岩（D4）”および“長石類の斑晶が大きな
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デイサイトー流紋岩（D5）”である．さらに大口・伊里

（1977）は新たな層序区分と命名を行った．玉川地域の

溶結凝灰岩を“輝石石英安山岩質（Tam　I）”，“角閃石

輝石石英安山岩質（Tam　H）”および“シソ輝石角閃石

普通輝石石英安山岩質（Tam皿）”と3区分したほかそ

の南方に分布する“多量の5mm大の両錐形石英，普通

輝石，紫蘇輝石および少量の黒雲母，角閃石を含む石英

安山岩質凝灰岩（一部は溶結相）”を“田沢層”と，また

“多量の融食形石英，斜長石，比較的多量の黒雲母，角

閃石，少量の紫蘇輝石を含む石英安山岩質溶結凝灰岩”

を“大沢層”とそれぞれ定義した．また大沢・角（1957）

の“やや酸性の安山岩類”は岩相から判断して後述する

“樫内層”の南方延長に相当するとみなした．以上のよ

うに玉川上流域では多くの調査研究が行われたが佐藤ほ

か（1976）が述べたように層序は必ずしも完全に確立さ

れているとはいえない．岩石名は安山岩から流紋岩まで

報告されている．河野・青木（1959）が記したように本

岩中の鉄苦土鉱物は必ずしも保存状態が良くないために

記載された岩石の相互の比較を行うことにも困難が伴
う．

　2・2・3雫石盆地付近

　本地域には“橋場層”（早川・北村，1953）と呼ばれる

“径5mm時には7－8mmに達する石英を多量に含む

石英安山岩質凝灰岩”（MURAI，1962）が分布する．大

口・伊里（1977）は同地の岩石の岩相は上述した“田沢

層”と同じであるとした。また筆者の一人（S．S．）は

“橋場層”の上位にデイサイト質溶結凝灰岩を見い出し

た．これは玉生・須藤（前出）のデイサイト質溶結凝灰

岩と岩相が似ている．これについては後に報告する．

　2。2鴻　葛根田川上流域滝ノ上地区

　早川（1951，52）は本地域の火山岩類を広く調査し，

その中で最も下位の火山を“葛根田火山（K、一K4）”　と

命名した．このうちK・は“径5mm以上に達する融食

形両錐石英斑晶を極めて多量に含む石英安山岩”であ

り，K2は“径1mm前後の粒状石英を少量含む含石英

安山岩”である．中村ほか（1960）は同地の溶結凝灰岩

を“玉川溶結凝灰岩”と呼び，下位の“大型石英・斜長

石に富むネバダイト質溶岩（輝石含有角閃石石英安山

岩）”と上位の“斜長石・石英の大型斑晶および紫蘇輝石

に富むネバダイト質凝灰岩（輝石石英安山岩）”とに分け

た．一方佐藤（1972）は“葛根田川火砕岩類”を新定義

し同地の地質構造図を示した．この火砕岩類の下部は

“石英の巨晶がめだつネバダイト質凝灰岩などの石英安

山岩質”，上部は“安山岩質”の岩石で特徴づけられる・

中村（1976）は同じ趣旨の地質図，断面図および柱状図

を示した．滝ノ上地区の酸性火山岩類の層序学的な位置

づけに関してはまだ意見の一致をみない．

　2．2．5岩手山東方

　増田ほか（1965）は姫神山山麓に分布する“普通輝石

紫蘇輝石石英安山岩”を第四紀の噴出物と考えてその一

部は溶結凝灰岩であると記載した．その後岩手山東方に

は多くの試錐が実施され，それらの試錐コアより玉川溶

結凝灰岩またはそれに類似する岩石が報告された。橘

（1969，70，71）は斑晶石英に富む“大滝溶結凝灰岩”，

時に斑晶石英を含む“西根溶結凝灰岩（複輝石石英安山

岩）”および石英を含まない“渋民溶結凝灰岩（輝石安山

岩質）”の記載を行った．また北村・，尾西（1972）は同じ

試錐コアから雫石盆地西部に露出する“橋場層（石英安

山岩質溶結凝灰岩）”が岩手火山南麓部の第四紀火山の下

に広範囲に分布する可能性を指摘した．これらの試錐コ

ァ中の溶結凝灰岩およびそれと類似する同地の地表に露

出する岩石の中には必ずしもこれより西方に分布する玉

川溶結凝灰岩類と同時期の噴出物とはいえないものも含

まれている可能性があり，今後の調査が期待される．

　2．2．6松川地域

　中村・角（1961）は本地域の“玉川溶結凝灰岩”を4

つに区分した，それらの岩相は下位から“斜長石および

石英の班晶に富むネバダイト質輝石含有角閃石石英安山

第1表　小又川・玉川上流域の玉川溶結凝灰岩の層序

小又川上流域
上部デイサイト質溶結凝灰岩

上部流紋岩質溶結凝灰岩

下部デイサイト質溶結凝灰岩　8＊＊

中部流紋岩質溶結凝灰岩
　L8士0。4m．y。＊　6＊＊

花輪南方熊沢川流域

上部デイサイト質溶結凝灰岩9＊＊

玉川上流（酉部）域

上部デイサイト質溶結凝灰岩　10＊＊

上部流紋岩質溶結凝灰岩
　　　1．2±0，3m．y．＊

中部流紋岩質溶結凝灰岩
　L7土0．5m。y．＊　7＊＊

下部流紋岩質溶結凝灰岩
2。0±0．5m。y．＊　1＊＊

＊玉生・須藤（1978）　　＊＊番号は第3表中のそれと対応
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第2表 小又川・玉川上流域の玉川溶結凝灰岩の長径約1㎜以上の鉱物のモード（％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）内は各鉱物の平均断面積（mm2〉

層序および岩質1下部流紋岩剰

薄　　片　　数

石

斜　　長

斜　方　輝

単　斜　輝

　計

英

石

石

石

2

17。生　（L95）

18。2（0．95）

　　？
　　？
35。6　（1。27）

中部流紋岩質

9

14．6（2。53）

18．3（L30）

0。2　（0．47）

0，1（0。38）

33，2（L62）

下部デイサイト質

3

12．2（0．80）

0．8（0．25）

0，2（0．23）

13。2（0．72）

上部流紋岩質

1

6．2（2．05）

lL6（1。11）

0．0

0．O

l7。8（1．32）

上部デイサイト質

7
0。1　（0．39）

10．6　（0．65）

0，5　（0．34）

0。3（0。38）

lL5（0。61）

岩質溶岩”，“斜長石および石英の大型斑晶および紫蘇輝

石に富むネバダイト質輝石石英安山岩質凝灰岩”，“普通

輝石紫蘇輝石安山岩質凝灰角礫岩”および“石英含有輝

石安山岩質溶結凝灰岩”である。NAKAMuRA　and　SuMI

（1967）はさらにこれらをT1－T8に区分した・

　2・2・7花輪南方熊沢川流域

　上田ほか（1961）が記載した“樫内層”は“白斑状暗

色の溶結凝灰岩”を主体にしたもので，その岩石は“石

英，斜長石および輝石の斑晶に富む＊・

　2．2．8従来の岩石記載のまとめ

　以上に列記したように玉川溶結凝灰岩類中には安山岩

質，酸陸安山岩質，石英安山岩質および流紋岩質の岩石

があると報告されている．斑晶石英の粒径と量は野外で

もよく識別されるために岩相区分の根拠とされることが

多い．特に径数mmを越える大型石英を多数含む岩石は

ほとんどの調査地域かち報告されている．この岩石に対

しては“石英安山岩質”と“流紋岩質”の2通りの名称

が用いられている．化学分析を行った著者は“流紋岩

質”と記し，そうでない著者は“石英安山岩質”と記す

傾向がある．同様にある地域の同じ岩石を報告した例の

中に“安山岩”，“酸性安山岩”および“石英安山岩”と

異なる呼称が使用されている．

　今回の我々の調査地域内では野外において石英斑晶を

多量に含むのが確認される岩石を流紋岩質，そうでない

ものをデイサイト質と呼んだ．このことの妥当性につい

ては後の化学分析の章で述べる．

3．岩石記載

本地域の玉川溶結凝灰岩は斑晶量の多い流紋岩質とよ

り斑晶の少ないデイサイト質の2つのタイプに分けられ

る，同じタイプに属するものは異なる層序に位置するも

のであっても岩石の特徴に大差はない（第1，2表参照）

が，以下に各層序ごとの岩石の検鏡結果を報告する．

　3・1下部流紋岩質溶結凝灰岩

　本岩は野外で多くの岩片を含むのが観察され，鏡下で

も細粒の多数の砂岩，凝灰岩の岩片がみられる．その量

は他の岩質中のものよりも多い（Plate23－1），斑晶量は

石英と斜長石が多く大部分を占め，他の鉱物は微量であ

る。基質には透明なガラスもあるが脱ハリ化も受けてお

り，一部には径0．2・0。3mm，時には1mmに達するス

フェルライトも存在する。

　斑晶石英は径1－8mm程度のものが多く，自形，融食

形ともにみられる。斜長石は径1－4mmの自形を示す

ものが多く，アルバイト集片双晶および反復累帯構造を

示す結晶が多い．含有鉱物は少なくdusty　zoneも認めら

れない．輝石は変質が激しく鑑定が困難である．半自形

淡褐色の角閃石が少量認められる．他にクリストバライ

ト，ジルコン，炭酸塩鉱物，沸石類がある．

　3．2　中部流紋岩質溶結凝灰岩

　本岩は斑晶量が多く（Plate24r1）粗霧であるが基質

には偏平化したビトロクラスチック構造がみられる．ガ

ラスは透明一淡褐色で一部は脱ハリ化している。斑晶鉱

物は石英，斜長石，斜方輝石，単斜輝石，角閃石，黒雲

母，鉄鉱物およびジルコンで，基質にはクリストバライ

トが晶出している．また変質鉱物として炭酸塩鉱物が認

められる．

　石英は自形から融食されているもの（Plate23－2）まで

あり，径は8mm程度までである．斜長石は自形のもの

が多く径は1－5mm程度で，アルバイト集片双晶および

反復累帯構造を示すことが多い．輝石や鉄鉱物の丸い粒

子を含むことはあるがdusty　zoneはない．斜方輝石は長

柱状自形であるが，周囲および割れ目から変質してい

る．単斜輝石も自形であるが縁辺部は変質している．角

閃石は淡褐色一褐色を呈し自形である．

　3・3　下部デイサイト質溶結凝灰岩

　斑晶量は比較的少なく斜長石が12％程度で他は少量で

ある．基質のガラス片はよく偏平化している（Plate23－

3）．
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　斑晶斜長石は自形を呈するものが多く，一部は内部に

侵入されて融食を受けている．径は1－3mmでアルバ

イト集片双晶および反復累帯構造を示すものが多い．輝

石や鉄鉱物を若干含有することはあるがdusty　zoneはみ

られない．径2mm程度以上の結晶は最外殻は明瞭に残

っているが内部が融食されている．斜方輝石は自形一半

自形を呈し，径1－2mmで累帯構造がよくみられる・単

斜輝石は自形で径1mm程度までであり，累帯構造がよ

くみられる。このほか斑晶鉱物として角閃石およびリン

カイ石が認められる．基質にはクリストバライトが晶出

している．

　3。4上部流紋岩質溶結凝灰岩

　自形結晶の他に破砕物が多くみられる．基質には偏平

化したビトロクラスチック構造が認められるが一部は脱

ハリ化している．斑晶量は本地域の流紋岩質岩石中では

最も少ない．

　斑晶石英は径2－4mm程度のものが多く，半自形を呈

する．融食は外形が丸球を帯びるものの他に侵入される

型もある．斑晶斜長石は径1－3mmのものが多く自形

を呈し，アルバイト集片双晶および反復累帯構造が顕著

である（Plate23－4）。清澄な最外殻の内側にdusty　zone

を有する結晶も一部にみられる．斑晶の斜方輝石は縁辺

部や割れ目から変質を受けており，単斜輝石には累帯構

造がよくみられる．基質にはクリストバライトが晶出し

ている．

　3。5　上部デイサイト質溶結凝灰岩

　基質は淡褐色一褐色で偏平化したビトロクラスチック

構造がよく発達している（Plate24－2）が一部は脱ハリ

化を受けておりスフェルライトも確認される．斑晶鉱物

は斜長石，斜方輝石，単斜輝石，角閃石および鉄鉱物で

基質にはクリストバライトがみられる．

　斜長石は径0・5－3mm程度で自形を呈し，アルバイト

集片双晶を示すものが多い．反復累帯構造も一般的によ

くみられる．含有物は少なくdusty　z・neはほとんどみら

れない．粒径の大きいものは最外殻のみが残り内部は融

食されている．斜方輝石は長柱状自形で一部には累帯構

造がよくみられる．磁鉄鉱などの丸い粒子の含有物が多

くまた縁辺部や割れ目から変質している．単斜輝石は短

柱状自形で双晶，累帯構造を呈すものが多い．角閃石は

淡褐色で自形を呈する。黒雲母はdruse中にクリストバ

ライトとともにみられる．ほかに石英が少量認められる

が小さな破砕形を示すものが多く，これは流紋岩質岩中

のものがとりこまれたものと考えられる．ほかに溶岩・

砂岩および凝灰岩の岩片が認められる．また数は少ない

が本層の中より流紋岩質溶結凝灰岩の岩片が見い出され

ており，その岩質は本地域の中部流紋岩質溶結凝灰岩の

それとほとんど同じである．

　3．6　ま　と　め

　本地域の溶結凝灰岩のうち流紋岩質のものは径8mm

にも達する石英を含むことがあるため，薄片（約7cm2）

による観察のみでは鉱物の量比の比較は困難であるが，

今回は薄片で径約1mm以上の鉱物のモード値を示し，

各々の鉱物の薄片上の平均面積を求めた．モード値およ

び面積測定は薄片をプロジェクターで拡大投影し紙面に

写しとった後面積計で計測した．結果を第2表に示す．

　薄片が小さいためにモード値がどの程度ばらつくかを

確認するために，おのおのの岩石試料から薄片を2枚ず

つ作製し相互のモード値を比較した結果その差の最も大

きな値は石英では7％，斜長石9％，総斑晶量では10％

を越えた．

　表に明らかなように流紋岩質岩は石英だけでなく斜長

石の量もデイサイト質岩に比べて多く，互いの鉱物量比

の差は顕著である．流紋岩質岩の中では上部の岩石は中

部および下部のそれに比べて石英，斜長石ともに少な

い．デイサイト質岩は上部と下部の値がほぼ等しい。上部

デイサイト質岩石中には石英があるがこれは破砕形の小

さい結晶で外来のものと考えられる．鉄苦土鉱物は量も

少なくまた変質が激しい試料も多いために試料相互の比

較が困難である．不透明鉱物量は流紋岩質岩石よりもデ

イサイト質岩石の方に多く含まれる．今後各層の岩石の

比較検討を行う際には他の鉱物に比べて変質の程度が弱

く，かつ自形を示すことの多い斜長石の組成や累帯構造

を用いるのが適当と考えられる．

　薄片上の各結晶の面積測定の結果，流紋岩質岩石中で

は石英は斜長石より大きく，斜長石どうしを比較すると

流紋岩質岩中のものがデイサイト質岩中のものより大き

いことが明らかになった。各薄片ごとの鉱物の大きさの

差はモード値の差に比べて小さい．

4。化学組成

　玉川溶結凝灰岩Q分析値はすでに河野・青木（1959），

TANIDA（1961）および橘（1970，71）によって与えられ

ている。今回さらに6個の分析を行ったので以下にまと

めて報告する．

　今回の化学分析に使用した小又川および玉川上流域の

試料の採取位置を第1図に，各々の試料の層序上の位置

を第1表に，分析値を第3表に示し，その値を第3図に

プロットして示す．

　野外で区別される石英結晶の目立つ岩石とそうでない

岩石とは化学組成の差も顕著である．両者のSio2量は
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第3表　玉川溶結凝灰岩類および類似岩の化学組成

番 号

分 献

Sio2

Tio2

Al203

Fe203

FeO
Fe

MnO
MgO
CaO
Na20

：K20

P205

S
SO3

CO2

H20十
H20－
Total

ノ

ノレ

ム

q
c
Or

Ab
An
En
Fs

Mt

Hm
11

Ap
Cc

1

本報告

74．71

0．23

12．69

0．46

1．87

0．12

0．07

0．54

2．37

2．99

2．16

0．04

0．14

＜0．01

0．22

0．80

0．24

99。65

42．6

1．7

12．8

25．3

10．1

2

Tanida
（1961）

1．4

2．8

0．7

0．0

0．4

0．1

0．5

72．18

0．39

15．53

0．79

0．87

0．03

0．32

2．24

3．46

2．08

0．04

0．92

0．90

99．75

38．8

3．6

12．3

29．3

10．9

0．8

0．4

1。2

0．0

0．7

0．1

0．0

3 4

河野・青木
　（1959）

74．62

0．25

13．30

0．75

1．46

0。02

0．38

2．46

3．02

1．85

0．02

1．03

0．47

99．63

43．4

1．9

10．9

25．6

12．1

1．0

1．7

1．1

0．0

0．5

0．1

0．0

73．70

0．27

15．18

0．78

1．06

0．02

0。28

2．Ol

3．74r

2．06

0．02

0．59

0．34

100．05

39．0

3．2

12．2

31．7

9．8

0．7

0．9

1。1

0．0

0．5

0．1

0．0

5

　橘
（1970）

72．68

0．23

13．08

1．52

1．51

0．18

0．48

2．60

3．01

1．75

0。06

1．89

0．50

99．49

41．7

1．7

10．3

25．5

12．5

1．2

1．5

2．2

0．0

0．4

0．1

0．0

6

本報告

73。36

0．26

14，21

1．00

1．62

＜0．01

0．06

0。59

2．57

3．83

1．80

0．05

＜0．OI

＜0．01

＜0．01

　0．38

0．16

99．89

7

本報告

74．18

0．28

14．21

1．23

1．04

く0．01

　0．03

0．14

2．12

3．02

1．44

0．02

＜0．01

＜0．01

〈0．Ol

　l．47

0．36

99。54

8

本報告

68．05

0．65

15．46

3．55

0．97

＜0．01

0．11

0．43

1．47

2．63

1．83

0．10

＜0．01

く0。01

　0。Ol

3．18

1．32

99．76

37．1　　46．2

1．4　　3．9

10．6 8．5

32．4　　25．6

12．4　　10．4

1．5　　0．4

1．8

1．5

0．0

1．5

0．1

0．0

0．5

1．8

0．0

0。5

0．1

0．0

42。9

6．7

10．8

22．3

6．6

1．1

0．0

1．6

2．5

1．2

0．2

0．0

9 10

本報告本報告

70．12

0．69

13．60

3．07

1．69

＜0．01

0．07

0．86

2．43

3．45

1．97

0．11

く0．01

＜0．01

＜0．01

　1．32

　0．38

67．17

0．56

15．51

2．59

2．16

＜0．01

0．09

1．43

4．17
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橘（1970）

99．76

68．87

0．56

14，18

0．68

3．23

0．09

0．72

3．22

3．34　　3．31

1．49　　1．26

0．12　　0．13

＜0．01

＜0．01

＜0．Ol

　O．85　　2．73

0．36　　0．54

99．84　99．55

36．3　　30．8

1。6　1．1

11．6

29．2

11．3

2．1

0．0

3．7

0．5

1．3

0．3

0．0

8．8

28．3

19．9

35．1

1．8

7．5

28．0

15．1

3．6　1．8
　ド

L11生6
3．8　1．0

0．0

1．1

0．3

0．0

0．0

1．1

0．3

0．0

66．14

0．66

15．00

2．16

2．80

0．10

1．09

4．04

2．94

1．06

0．17

2．52

0．94

99．62

34．1

2．1

6．3

24．9

18．9

2．7

2．5

3．1

0．0

1．3

0．4

0．0

13

　橘
（1971〉

66．78

0．69

15．76

0．76

4．28

0．12

1．30

4．68

3．35

1．28

0．17

0．41

0．02

99．60

28．0

0．8

7。6

28．4

22．1

3．2

6．3

1．1

0．0

1．3

0．4

0．0

1．　角閃石含有流紋岩質溶結凝灰岩．　　玉川上流鳩ノ湯北方国道沿

2．角閃石普通輝石含有紫蘇輝石デイサイト質溶結凝灰岩．　田沢湖町先達
3．角閃石含有紫蘇輝石普通輝石流紋岩質溶結凝灰岩（河野・青木，1959）・普通輝石含有角閃石紫蘇輝石流紋岩質溶結凝灰岩（TANIDA，1961）．

　　玉川上流赤沢と上五十曲沢の中問の林用軌道切割
4．角閃石含有普通輝石紫蘇輝石流紋岩質溶結凝灰岩（河野・青木，1959）．　田沢湖町先達，角閃石普通輝石含有紫蘇輝石デイサイト質溶結凝

　　灰岩（TANIDA，1961）．　田沢湖町ドウヤ

5．輝石角閃石含有大滝溶結凝灰岩．　岩手県岩手郡西根町大滝
6．黒雲母含有紫蘇輝石流紋岩溶結凝灰岩．　小又川上流小又川化の沢合流点
7．　角閃石含有流紋岩質溶結凝灰岩。　玉川上流鳩ノ湯西方掬森林道郡界

8．普通輝石紫蘇輝石デイサイト質溶結凝灰岩．　小又川上流太平湖林道レストハウス東方

9。普通輝石紫蘇輝石デイサイト質溶結凝灰岩．　花輪南方樫内
10．普通輝石紫蘇輝石デイサイト質溶結凝灰岩。　玉川上流鳩ノ湯西方掬森林道入口より3㎞

IL　普通輝石紫蘇輝石ディサイト質玉山（渋民）溶結凝灰岩。　岩手県岩手郡玉山村桑畑

12．普通輝石紫蘇輝石デイサイト質玉山（渋民）溶結凝灰岩．　岩手県岩手郡岩手町沼宮内町営運動揚

13．複輝石石英安山岩質西根溶結凝灰岩中の黒色ガラス質部。　岩手県岩手郡大更西方ボーリング2号孔の深度120m付近

分析者　1，5－13：東京石炭鉱物研究所　　2，4：谷田勝俊　　3：青木謙一郎
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（1）　八幡平地域の新期火山岩類のうち原著者がソレイァィト岩系またはピジョン輝石質岩系に属すると記載した岩石（43個）の分布範囲（ただし（6）

　　に属する岩石を除く）．

（2）　八幡平地域の新期火山岩類のうち原著者がカルクァルカリ岩系または紫蘇輝石質岩系に属すると記載した岩石（17個）の分布範囲（ただし（7）に

　　属する岩石を除く）．

（3）流紋岩質玉川溶結凝灰岩．　（4）デイサイト質玉川溶結凝灰岩および周辺の類似岩．

（5）東北日本脊梁山脈付近に分布する他の溶結凝灰岩類（八甲田，北川，兜山および白河）．

（6）八幡平地域の新期火山岩類のうちSio2が66％以上で原著者がソレィアイト岩系に属すると記載した岩石．

（7）同じくカルクアルカリ岩系に属すると記載した岩石．

（8）伊豆，箱根地方ピジョン輝石質岩系無斑晶火山岩のうち安山岩一デイサイトの平均化学組成．

（9）同じくハイパーシン質岩系無斑晶火山岩のうち安山岩一デイサイトの平均化学組成

（10）同じくデイサイトー流紋岩の平均化学組成。　　FeO＊：Fe203×0．9＋FeO
　引用文献　（1），（2），（6）および（7）：河野・青木（1959），小針（1974）およびONuMA（1962）．（3）および（4）：第3表参照．（5）：TANIDA（1961）およ

　　　　　　び渡辺（1966），（8），（9）および（10）：久野（1954）．

　　　　　　　　　　　　　第3図　玉川溶結凝灰岩類およびそれと関連する岩石の化学組成
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秋田県小又川。玉川上流域の玉川溶結凝灰岩の岩石学的研究（予報）　（須藤　茂・玉生志郎）

それぞれ72－75％および66－70％であり7MIDDLEMosT（19

72）の分類によれば前者は流紋岩，後者はデイサイトと

なる．

　第3表に示したように本地域の岩石の分析値から算出

したノルムOrとAnと比較すると，今回流紋岩とした

7個の岩石のうち3個はOr＞Anであるが4個はOr＜

Anである．また同様に6個のデイサイトのうち4個は

Or＜Anであるが2個はOr＞Anである．このことは久

野（1954）が示した分類法と一部矛盾する．しかしなが

ら野外および検鏡結果より2つのグループに分けられた

岩石が化学組成上でも明瞭に区分できたために上記の今

回の命名を行った．

　流紋岩質岩とデイサイト質岩の総鉄酸化物量および

Tio2量の差は大きく，第3図一（a）に明らかなように互

いのグループは完全に離れてプロットされる．これは両

者の鉄・チタン酸化鉱物の量比の差と調和的である．また

P205量もデイサイト質岩の方が圧倒的に多い。この関係

は各々の岩石から分離して求めたリンカイ石量の差と調

和的である．それに対してアルカリの量比の差は必ずし

も明瞭ではない．Na20＋K20およびK20／Na20はSiO2

が増加するに従って増える傾向は認められる．K20／

Na20－Sio2の変化は両者を通じて連続的である．分析値

を示した岩石のNa20量とH20（＋）量との相関をみる

とH20が多くなるに従いNa20は減少する傾向がみら

れる．減少の程度は流紋岩質溶結凝灰岩の方が大きい．

分析値の数は少ないがそれぞれの岩質ごとに最小二乗法

により一次関数を求めた結果H20（＋）量が0の時は流

紋岩質溶結凝灰岩のNa20量は3。83％，デイサイト質溶

結凝灰岩のそれは3。55％であり，H20（＋）0．9％のとき

両者のNa20量は同じで3。33％程度となる・今回分析し

た試料中にはCO2が検出され鏡下でも炭酸塩鉱物がみ

られることや，H20（＋）が3％以上も含まれる岩石があ

ることおよび試料が凝灰岩であることなどから，真のマ

グマの組成からはいくらかのへだたりがあるかも知れな

い．

　第3図には玉川溶結凝灰岩の上位の新期火山群の岩石

および鮮新世末一更新世に東北目本の脊梁山脈上に噴出

した他の溶結凝灰岩類の分析値も併せ示した，

　他地域の溶結凝灰岩類は図に明らかなように化学綿成

上は本地域の玉川溶結凝灰岩中のデイサイト質溶結凝灰

岩とほぽ対応すると判断される岩石のみ報告されてい

る．玉川溶結凝灰岩の組成は，それらの値に比べて同じ

Sio2量の岩石ではTio2およびK20／Na20の値が大き

く，Na20量が少ない．ほかの成分についてはきわ立っ

た特徴はない．また他地域の分析例が少ないので相互の

比較は困難であるが，特に本地域では大量を占める流紋

岩質岩石に相当する岩石の分析例がまだ報告されていな

いことは注目される．

　新期火山岩類のうちSio2が66％以下で原著論文の中

で岩系が明らかにされている岩石のみについてその値を

A－F－M図上にプロットすると2っのグループにきれい

に分かれる．それぞれの分布範囲を第3図丁（b）に示す．

SiO2が66％以上の岩石4個はそれぞれ独立に同図にプロ

ットした．KAwANo　and　AoKI（1960）は分析した2個の

流紋岩質溶結凝灰岩をカルクァルカリ岩系に属するとし

た．第3図の（c）および（d）にMIYAsH・Ro（1971）が示した

ソレイァイト岩系とカルクアルカリ岩系の境界線を入れ

たが上述の2個の分析値はソレイアイト岩系の領域内に

プロットされている．他の玉川溶結凝灰岩類の分析値は

同図では2つの岩系の領域にまたがってプロシトされ

る．久野（1954）が示した伊豆箱根地域の無斑晶火山岩

の平均化学組成の中から比較のためにピジョン輝石質岩

系の安山岩一デイサイト，ハイパーシン質岩系の安山岩

一デイサイトおよびデイサイトー流紋岩の値を第3図の

（め），（c）および（α）にプロットした．なおFeO＊／MgOにつ

いては分数計算上の誤差の範囲を（d）に示した．同様に岩

石記載から岩系が明らかにされた八幡平地域の新期火山

岩のデイサイトー流紋岩の分析値も同図に示したがそれ

らの値から判断しても化学組成のみから玉川溶結凝灰岩

の岩系を決定するのは困難と思われる．なお東北日本脊

梁山脈上に分布する他の溶結凝灰岩類の分析値も同図に

示したがそれらの値に比べて玉川溶結凝灰岩類のうちデ

イサイト質岩石の値はよリソレイァイト質岩系の領域側

に位置する傾向がある．

5．　ま　と　め

　玉川溶結凝灰岩類は約80万年間以上（玉生・須藤，

1978）におよぶ噴出活動によって地表にもたらされ，そ

の総体積は500km3（佐藤ほか，1976）と推定されてい

る．その噴出口についてはいくつかの提案（折本・安

田，1969など）はあるがまだ明らかにされていない．

　本報告では玉川溶結凝灰岩類の岩石記載および化学組

成について述べた．その結果次のことが確認された，

　L　調査地域の玉川溶結凝灰岩類は大きくデイサイト

質と流紋岩質の2つの岩石に分けられる．

　2．　2つの岩質は野外においても，鏡下においてもま

た化学組成上もその差が明瞭である．

　3．他地域の類似岩と比較すると他地域の溶結凝灰岩

はデイサイト質のもので本地域にある流紋岩質溶結凝灰

岩の報告例はまだない．
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Plate23　玉川溶結凝灰岩の顕微鏡写真

隻．

2．

3。

4。

下部流紋岩質溶結凝灰岩．（下方ニコルだけ）

中部流紋岩質溶結凝灰岩中の融食された石英．　（直交ニコル）

下部デイサイト質溶結凝灰岩中の扁平化したビトロクラスチック構造．（下方ニコルだけ）

上部流紋岩質溶結凝灰岩中の反復累帯構造を示す斜長石．（直交ニコル）
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L　中流部紋岩質溶結凝灰岩 秋田県森吉町小又川上流産

　流紋岩質溶結凝灰岩（1）

　　　　　　　2．　上部デイサイト質溶結凝灰岩　秋田県森吉町太平湖北東砂子沢峠産

とデイサイト質溶結凝灰岩（2）との同倍率での比較
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